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OHDSI内では、実名での活動になります。
Zoom参加時も「名前は実氏名で」お願いします。
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APAC Comｍunity Callのお知らせ

 隔週で、木曜日の日本時間お昼に開催中
 次回は、6月3日12:00～(予定)

OHDSI APACページ https://ohdsi.org/apac/

“by using this direct link.” からゲスト参加可能。
その前のリンクを使って、Teamsへの登録を推奨。
STEP1) request access to our MS Teams Environment
STEP2) request access to our OHDSI APAC workgroup



OHDSI論文
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Pubmedで”OHDSI”を検索

累計:４月８４本 ５月８７本

pubmed.ncbi.nlm.nih.govにて作成



OHDSI論文
新規１
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OHDSI論文
新規２
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OHDSI論文
新規３
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医薬品のマッピング
本日のメイン
愛媛大学 木村先生から
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医薬品のマッピング

木村です。

USAGIのタスク用ファイルを薬効分類(3桁）ごとに分割しました。
こちらからダウンロードできるようにしました。
それぞれの分類で数個?数百個の医薬品を収容しています。
また数は多くとも同じ薬効でまとめていますので、マッチングするた
めに
確認するのは剤形やブランドのみと負担も軽くなると思います。

https://www.dropbox.com/s/8okwwpqtbr526c5/repository.zip?
dl=0
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医薬品のマッピング

進行の提案-平松案
- マッピングボランティア募集します。

■すること
- 薬効分類ファイル単位で担当
- １人1000品目以上になるように
- 複数人による２重担当もしくはチェック必要

（具体手順はトライアルで決める）
- 週に１回、zoomで進行meeting
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医薬品のOHDSIマッピング

マッピングボランティア募集(案)

■参加のメリット
- マッピング表が参加者本人が参加する内部

プロジェクト/共同プロジェクトで利用でき
ます（提供は不可）。

- OHDSI/OMOP用途だけに限定しません。

■発展
- 一般名レベルにまるめたものは、無償一般公開した

い（Athenaに収載）
- まるめてないものを商用のライセンス（外部提供）

もできるようにしたい。
- (希望)院内コードとのマッピングも支援したい。


